
減災力チェックリスト 各災害種別のハザードマップ

　土砂災害防止法に基づき岐阜県が指定した、土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に、避難場所、主な避難経路を重
ねて表示しています。
　普段から、ご自宅周辺の災害危険箇所を確認するとともに、細かな避難経路を各ご家庭で地図上に記載しておきましょう。また、
特に土砂災害警戒区域内にお住まいの方は、前兆現象などに注意し早めの避難を心がけましょう。

土砂災害ハザードマップ

　岐阜市では、南海トラフ巨大地震が発生した場合の市内の被害に関し、独自に予測調査を実施しました。調査結果のうち、建物
の倒壊危険度、液状化の危険度を地図上で表示しています。発災時における被害の低減にお役立てください。

　50ｍ四方に分割した区域の中で、全壊及び半壊する建物がどれくらいあるかを予測し、全壊・半壊する建物の割合から建物倒壊
の危険度を示しています。危険度の高い地域では、古い建物の倒壊に特に注意が必要です。
　※建物が存在する区域についてのみ着色表示しています。　※判定には平成30年度時点の建物データを使用しています。

地震ハザードマップ

洪水ハザードマップ

　平成２年以降の集中豪雨の際の浸水記録をもとに作成したものです。また、地形の凹凸を考えて、浸水を想定する検討を行い、
浸水範囲の補足を行っています。検討には、１時間に74㎜の豪雨（検討時点での、平成2年以降の最大時間雨量）を使用しました。
　内水ハザードマップは、主に身近な水路からの浸水を対象に作成しています。雨の降り方や、河川の浸水状況によっては、本マッ
プで示した範囲や深さを超えることがありますので注意が必要です。
　※河川のはん濫（外水）と水路からの浸水（内水）の区別が難しい場合は、あわせて示しています。
　※水路が整備され、浸水しにくくなった浸水範囲についても過去の記録から示しています。
　※建物や極めて小さい地形の凹凸は考慮されていません。

内水ハザードマップ

建物倒壊危険度マップ

液状化危険度マップ
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自宅や勤務地（または学校）周辺における地震の危険性を
ハザードマップで確かめていますか？

地震から命を守る

1

関連ページ いつやるかチェック

自宅の耐震性は確保されていますか？2

自宅でよく過ごす場所（寝室・居間・台所）の家具は転倒防止されていますか？3

重い家具や本棚が倒れてこない所、照明やガラスが割れて落ちてこない所に、
自分や家族は寝ていますか？4

揺れた瞬間や緊急地震速報が流れた際、頭を中心に身を守る動作を取っていますか？5

海の近くに出かけて（暮らして）大きな揺れがあった際、誰も避難していなくても、
率先して高台に避難できますか？6

災害時でも使えるように、携帯電話やスマートフォンのバッテリーを
常に持ち歩いていますか？7

電気・ガス・水道が使えなくても、家族は１週間くらい食べられますか？8

停電しても、１週間くらい灯りと暖房を維持できますか？9

家族が別々の場所で地震にあった場合の連絡方法や集合場所など、
地震対策について家族で話し合っていますか？10

自宅や勤務地（または学校）周辺における風水害や
土砂災害の危険箇所をハザードマップで確かめていますか？11

自宅や勤務地（または学校）周辺における風水害や
土砂災害の危険箇所を自分の目で確かめていますか？12

水平避難・垂直避難・待避を理解した上で、
風水害や土砂災害が発生しそうな時の一時的な避難場所と避難方法を決めていますか？13

行政の避難情報にかかわらず、自分や家族で避難を判断するために、
降雨状況や河川水位などの情報を自ら見ていますか？14

道路が浸水しており、一時的な避難場所へ移動する方が危険な場合、
自宅などで過ごす準備ができていますか？15

風水害や土砂災害の対策について、家族で話し合っていますか？16

自治会（町内会）や子ども会、地域の清掃や運動会など、
普段から地域活動に参加していますか？17

風水害・土砂災害から命を守る近所づきあい

風水害・土砂災害から命を守る情報収集や判断

地震直後の対応

災害時対応や事前の備えについて、地域や近所の人と話し合っていますか？18

近所で災害時に助けが必要な人を知っていますか？19

地域の防災訓練に、いつも参加していますか？20
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　水防法に基づき河川管理者（国(木曽川上流河川事務所)又は岐阜県）が作成した浸水想定区域図と水害危険情報図に、避難施
設や水害時の危険箇所を重ねて表示したものです。表示している浸水の状況は、想定し得る最大規模の降雨による状況を予測し
たものです。自宅や職場付近の浸水深、避難施設までの経路を事前に確認してください。屋内安全確保が適さない場合（1階床上浸
水が予想されるが、自宅が平屋のため2階に避難できない場合など）は、特に早めに避難所等の安全な場所に避難するよう心がけ
てください。
　※このマップに示した浸水想定区域は、複数のシュミレーション結果のうち、その地点にとって最大となる浸水の深さを表した範囲であり、この浸水
　　が同時に必ず起こるとは限りません。
　※マップに示した浸水の予想される深さや範囲は、計算結果によるものであり、雨の降り方によっては浸水の想定されていない地域においても浸水
　　したり、想定される深さが実際の深さとは異なる場合があります。
　※浸水想定区域図及び水害危険情報図は、各河川の想定最大規模の雨量を前提に作成されており、河川毎に異なります。

　被害想定調査の前提とした南海トラフ巨大地震の揺れにより
液状化現象が発生する可能性を示す指数（PL値）を、50ｍ四方で
算出し判定した、液状化の危険度を示しています。
※ＰＬ値とは、ある地点の液状化の可能性を総合的に判断するため、各土層
　の液状化に対する強度を深さ方向に重みをつけて足し合わせた値です。
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PL=0.0 危険性がない

0.0＜PL≦5.0 液状化の可能性が低い

5.0＜PL≦15.0 液状化の可能性がある

15.0＜PL 液状化の危険性が高い


